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企画調査部 

加速する中国のグリーン燃料標準戦略 

～国際市場への「入場券」と国内産業の移行経路～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. はじめに 

2026年9月10日、北京でグリーン燃料の業界標

準をテーマとする説明会が開かれた。エネルギー分

野の標準化を担う二つの技術委員会が共同で開催

し、2025年末に公表された『グリーン合成アンモ

ニア』（NB/T 11967-2025）と『グリーンメタノー

ル』（NB/T 11968-2025）について、起草に関わっ

た専門家自身が解説した。両標準は2026年6月18

日に施行されている。 

説明会の焦点は、両標準が製品を炭素強度に応じて三つの等級に分類し、最上位にEUの上限値を取 
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◇中国は2025年12月、業界標準『グリーン合成アンモニア（中国語名：緑色合成氨）』（NB/T 11967-

2025）と『グリーンメタノール（中国語名：緑色甲醇）』（NB/T 11968-2025）を公表し、2026年6

月に施行した。国際海運の脱炭素を背景に、燃料の環境価値が価格形成に反映され始めている。今回

の標準整備は単なる環境対応ではなく、新しい市場への参入機会を広げ、供給国としての地位を確立

しようとする動きである。 

◇両標準の焦点は「双軌（二本立て）」にある。メタノールでは、電解水素由来の I級1類をEUの

RFNBO要件に、バイオマス由来の I級 2類をEUバイオ燃料の上限値にそれぞれ合わせて輸出市

場への参入を目指す一方、質量平衡法や、III 級に非化石炭素源を組み合わせる移行ルートも残して

いる。今後の課題は、認証制度の整備、国際的な相互承認、CCER（注）による価値化などである。

制度はなお途上にある。 

◇日本企業には三つの備えが求められる。第一に、「グリーン」という表示ではなく等級と一次デー

タで見極めること。第二に、中国を現実的な供給国として早い段階から対話を始めること。第三に、

商機を価格競争ではなく、認証やインフラといった「ルールと信頼」の領域に見出すことである。 

（注）CCER（China Certified Emission Reduction：中国政府が認証する自主的な温室効果ガス排出削減量） 
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